
学びの旅に終わりはない

収入の部	 △は減　単位：円
科　　目 27年度決算額 27年度予算額 増　減 摘　　要

繰　越　金 15,631,524 15,631,524 0

入　会　金 2,882,000 2,899,000 △ 17,000 10,000円×284名
3000円×14名

寄付及び総会会費 4,284,310 4,500,000 △ 215,690 維持費・総会会費
雑　収　入 61,542 5,000 56,542 預金利息等
合　　計 22,859,376 23,035,524 △ 176,148

支出の部
科　　目 27年度決算額 27年度予算額 増　減 摘　　要

会　議　費 1,099,622 1,000,000 99,622 本部役員会、役員総会、委員会
事　務　費 3,158,633 3,300,000 △ 141,367

事 務 局 費 415,650 500,000 △ 84,350
旅　　　 費 140,000 150,000 △ 10,000 本部役員会・中京・浜松地区会
印　 刷　 費 1,062,908 1,050,000 12,908 会報送付用封筒・葉書コピー用紙
通　 信　 費 1,469,764 1,500,000 △ 30,236 会報送付費用・往復葉書、切手
備 　品　 費 56,408 50,000 6,408 ﾌﾟﾘﾝﾀｰｶｰﾄﾘｯｼ ・゙掃除機
消 耗 品 費 13,903 50,000 △ 36,097 ﾃﾞｽｸｽﾀﾝﾄﾞ等

事　業　費 3,325,870 3,050,000 275,870
記 念 品 費 505,340 500,000 5,340 卒業生記念品、入会記念品
支部活動助成費 117,268 150,000 △ 32,732 静岡・中京・浜松
慶　 弔   費 51,630 50,000 1,630 祝電・弔電・香典・生花
会 館 補 助 費 100,000 100,000 0 千南原会館維持費補助
会 館 整 備 費 1,314,480 1,000,000 314,480 同窓会館畳取替・清掃代
保 　 険   料 54,350 50,000 4,350 同窓会館火災保険料
渉　 外　 費 136,244 150,000 △ 13,756 各関係の団体等への

祝儀・会報出筆者謝礼
特別会計補助金 1,000,000 1,000,000 0
雑　　　　 費 46,558 50,000 △ 3,442 卒業アルバム代・貸金庫等

予　備　費 0 15,685,524 △ 15,685,524
次年度繰越 15,275,251 0 15,275,251

合　計 22,859,376 23,035,524 △ 176,148

平成27年度　藤枝東高等学校同窓会会計決算書
（平成27年４月１日〜平成28年３月31日）

収入総額	 22,859,376円
支出総額	 22,859,376円
差引金額	 0円

　
「
文
化
功
労
者
顕
彰
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
全
国
各
地
の
２
千
名
を
超
え
る
伝
承
者
の

方
々
の
御
協
力
の
お
か
げ
。
大
変
光
栄
な
こ
と
で

す
。」
と
奈
良
市
郊
外
の
御
自
宅
で
温
か
く
出
迎

え
て
く
だ
さ
っ
た
野
本
先
生
は
人
と
自
然
環
境
の

多
様
な
関
わ
り
に
注
目
し
た
環
境
民
俗
学
の
パ
イ

オ
ニ
ア
で
あ
る
。
顕
彰
は
昨
年
11
月
３
日
に
ホ
テ

ル
オ
ー
ク
ラ
で
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
天
皇
陛
下
か

ら
お
言
葉
を
賜
っ
た
。

　

１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年
に
学
位
論
文
の
『
生

態
民
俗
学
序
説
』
を
執
筆
さ
れ
た
当
時
は
未
開
拓

の
分
野
で
文
献
も
な
く
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に

よ
る
膨
大
な
一
次
資
料
の
収
集
と
そ
の
論
考
で
新

た
な
学
問
の
領
域
を
切
り
拓
い
て
き
た
。
高
校
教

員
時
代
か
ら
の
全
国
２
千
人
以
上
か
ら
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
は
で
き
な
い
こ
と
で
、
そ
の
収
集
、
論

考
の
量
と
、
継
続
し
て
し
て
追
い
か
け
て
い
る
事

を
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
と
語
ら
れ
る
が
、
７
月

に
は
こ
れ
ま
で
年
中
行
事
の
体
系
の
な
か
に
入
り

に
く
か
っ
た
、
人
々
の
暮
ら
し
に
か
か
わ
る
季
節

の
い
と
な
み
に
光
を
あ
て
た
新
著
『
季
節
の
民
俗

誌
』（
玉
川
大
学
出
版
部
）
を
上
梓
さ
れ
た
。「
環

境
民
俗
学
を
や
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
「
環
境
民
俗

学
概
論
」
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、「
ま

だ
そ
の
段
階
に
な
い
の
で
各
論
を
書
い
て
い
る
」

と
数
え
で
80
歳
に
な
ら
れ
る
が
、
学
び
の
旅
に
終

わ
り
は
な
い
。「
こ
れ
か
ら
も
書
き
続
け
る
と
い

う
こ
と
は
、
先
人
た
ち
の
伝
承
知
が
こ
の
国
の

　

１
歳
の
時
に
父
親
が
日
中
戦
争
で
戦
死
、
旧
相

良
町（
牧
之
原
市
）松
本
に
あ
っ
た
父
親
の
実
家
の

農
家
で
育
っ
た
。
明
治
６
年
生
ま
れ
の
曾
祖
母
が

年
中
行
事
を
守
り
続
け
る
民
俗
が
豊
か
な
環
境
で

あ
っ
た
。

　

中
学
生
の
頃
に
旧
岡
部
町
（
藤
枝
市
）
朝
比
奈

の
玉
取
西
楽
寺
に
母
親
と
転
居
、
高
校
ま
で
の
片

道
15
㎞
を
自
転
車
で
通
っ
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
で
歩
き
続
け
る
体
力
は
こ
の
頃
培
わ
れ
た
と
語

る
。
当
時
、
授
業
以
外
に
も
交
流
を
持
た
れ
る
先

生
が
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。

多
く
の
友
人
と
自
由
な
校
風
の
中
で
交
わ
り
、
よ

き
師
と
友
に
恵
ま
れ
、「
い
い
勉
強
が
で
き
た
い

い
時
代
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
部
活
動
は
美
術

部
で
、
当
時
の
「
藤
枝
東
高
新
聞
」
に
は
先
生
が

描
か
れ
た
挿
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
美
術
の
授

業
で
は
藤
枝
西
高
に
通
い
、
岐
部
兆
治
先
生
（
第

１
回
生
）
に
教
え
を
受
け
た
。
美
術
の
道
に
進
む

こ
と
も
考
え
た
が
、
当
時
、
國
學
院
Ｏ
Ｂ
の
先
生

が
４
人
居
た
こ
と
も
あ
り
、「
國
學
院
に
行
け
ば
、

民
俗
学
も
で
き
る
し
、国
語
の
教
員
に
も
な
れ
る
」

と
思
い
、
柳
田
國
男
の
高
弟
と
し
て
民
俗
学
の
基

礎
を
築
い
た
折
口
信
夫
の
流
れ
を
汲
む
同
大
に
進

学
し
た
。

　

大
学
を
卒
業
後
、
静
岡
市
立
高
校
で
２
年
、
焼

津
中
央
高
校
で
13
年
を
経
た
後
、
１
９
８
０
（
昭

和
55
）
年
に
本
校
に
赴
任
、
県
教
委
に
転
出
す
る

１
９
８
７（
昭
和
62
）年
ま
で
８
年
間
教
鞭
を
執
っ

た
。
こ
の
間
、
必
修
ク
ラ
ブ
で
「
民
俗
研
究
部
」

も
主
宰
、
葉
梨
の
磐
座
へ
の
巡
検
等
も
行
っ
た
。

　

教
科
指
導
に
お
い
て
は
、
一
番
適
切
な
方
法
で

教
材
を
提
供
し
た
い
と
、「
教
師
板
前
論
」
が
持
論
。

分
析
、
教
材
化
す
る
技
術
が
な
け
れ
ば
ダ
メ
で
、

授
業
を
す
る
に
は
自
己
鍛
錬
を
し
て
人
間
性
を
高

め
る
必
要
が
あ
る
。民
俗
学
も
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
に
は
相
手
の
立
場
を
考
え
な
け
れ
ば
で
き
な
い

誠
実
さ
と
謙
虚
さ
が
必
要
で
教
員
と
共
通
す
る
と

語
ら
れ
る
。
当
時
は
毎
週
、
土
曜
日
の
授
業
が
終

わ
る
と
調
査
に
出
か
け
、
日
曜
日
の
夜
に
帰
っ
て

く
る
と
い
う
生
活
を
さ
れ
て
い
た
が
、
民
俗
学
の

著
書
『
石
の
民
俗
』
を
執
筆
し
た
１
９
７
５
（
昭

和
50
）
年
よ
り
前
に
『
論
説
文
の
読
解
』（
昭
和

41
年
）、『
学
習
高
校
現
代
作
文
』（
昭
和
48
年
）

を
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
高
校
の
教
員
も
民
俗
学
も
、

片
手
間
に
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
よ
き

同
僚
、
上
司
に
恵
ま
れ
た
と
当
時
を
振
り
返
る
。

１
次
資
料
の
集
積
と
分
析
が
評
価

歩
き
続
け
る
体
力
は
学
生
時
代
に
培
わ
れ
た

民
俗
学
と
教
員
の
共
通
点
は
誠
実
さ
と
謙
虚
さ

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
人
間
力
が
問
わ
れ
る
時
代
に

「島田市ふるさと大使」に
同窓生２名委嘱される

野
本
寛
一
氏（
第
28
回
生
）が
文
化
功
労
者
に

　

文
化
の
向
上
発
達
に
関
し
特
に
功
績
顕
著
な
者
と
し
て
、
平
成
27
年
度
、
文
化
功
労
者
に
民
俗
学
者
の
野
本
寛
一
近
畿
大
学
名

誉
教
授
が
顕
彰
さ
れ
た
。
野
本
先
生
は
１
９
５
５
（
昭
和
30
年
）
に
本
校
を
卒
業
、そ
の
後
、国
語
教
員
と
し
て
も
、１
９
８
０
（
昭

和
55
）
年
か
ら
１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年
ま
で
の
８
年
間
在
任
さ
れ
た
。
県
教
委
を
経
て
近
畿
大
学
へ
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

重
視
さ
れ
、
環
境
民
俗
学
の
領
域
を
切
り
拓
か
れ
た
業
績
と
、
本
校
の
思
い
出
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
「
ど
こ
に
行
っ
て
も
通

用
す
る
人
間
性
を
養
う
こ
と
が
大
切
」
と
将
来
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

民俗学者 近畿大学名誉教授

野本  寛一 先生（第28回生）

人
々
の
生
き
方
や
こ
の
国
の
文
化
の
あ
り
方
に
光

を
あ
た
え
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
で
す
」

と
、
現
在
も
、
精
力
的
に
日
本
各
地
へ
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
続
け
て
い
る
。

小川国夫氏、田島光平氏、野本寛一氏の３人で
東高旧図書館にて（昭和56年頃）

　

10
月
20
日
に
本
校
で
行
わ
れ
る
文
化
講
演
会
で

は
、
講
師
と
し
て
来
校
さ
れ
る
。

　

学
問
の
独
創
性
と
は
、
人
に
教
わ
る
も
の
で
は

な
く
自
ら
探
る
こ
と
で
成
立
す
る
。
環
境
民
俗
学

の
第
一
人
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
人
と
自

然
環
境
の
多
様
な
関
わ
り
を
明
ら
か
に
し
た
い
と

思
っ
た
ら
、
先
行
の
文
献
資
料
が
な
く
、
な
ら
ば

自
分
で
調
べ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
、
と
話
さ
れ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
格
差
社
会
を
作
り
出
す
。
平

板
な
人
間
だ
け
作
っ
て
も
国
際
競
争
に
は
勝
て
ず
、

堪
え
性
も
な
く
な
る
と
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
憂
う
。

急
速
に
変
化
し
て
い
く
現
代
社
会
に
お
い
て
何
に

価
値
を
見
い
だ
す
べ
き
か
、
深
呼
吸
を
す
る
ゆ
と

り
を
持
っ
て
、
こ
れ
ま
で
日
本
人
が
伝
承
し
て
き

た
こ
と
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
答
え
が
見
つ
か
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
学
力
や

学
歴
で
は
な
く
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
通
用
す
る
人

間
性
を
養
う
こ
と
が
大
切
と
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
古
老
に
お
話
を
う
か
が

い
に
行
く
と
、
人
情
と
人
生
の
重
み
に
触
れ
て
自

ず
と
感
謝
と
謙
虚
さ
が
湧
い
て
く
る
よ
う
に
な
っ

た
と
話
さ
れ
る
野
本
先
生
は
、
取
材
に
奈
良
を
訪

れ
た
わ
た
し
を
炎
天
下
、
駅
ま
で
出
迎
え
て
く
だ

さ
り
、
御
自
宅
で
お
話
を
う
か
が
い
、
別
れ
の
際

に
も
バ
ス
停
で
バ
ス
が
出
る
ま
で
見
送
っ
て
く
だ

さ
っ
た
。
師
恩
を
受
け
た
高
校
卒
業
以
来
、
近
況

を
報
告
す
る
機
会
が
あ
る
と
、「
学
問
を
し
な
さ

い
」
と
達
筆
で
添
え
ら
れ
た
お
返
事
を
い
た
だ
い

た
。
母
校
に
奉
職
し
て
か
ら
、
卒
業
生
が
挨
拶
に

来
る
と
、
わ
た
し
自
身
が
以
前
、
野
本
先
生
か
ら

い
わ
れ
た
よ
う
に
「
学
問
を
し
な
さ
い
」
と
同
じ

言
葉
を
か
け
て
い
る
。

　

取
材
後
、
野
本
先
生
か
ら
「
未
来
を
担
う
誠
実

な
日
本
人
を
育
て
る
た
め
に
御
尽
力
く
だ
さ
い
。」

と
お
手
紙
を
頂
戴
し
た
。「
学
び
の
旅
に
終
わ
り

は
な
い
」
と
意
欲
的
に
研
究
活
動
を
さ
れ
て
い
る

野
本
先
生
の
御
健
康
と
益
々
の
御
活
躍
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。　
　

会
報
委
員　

佐
野
正
文（
57
回
）

　

島
田
市
の
市
制
施
行
10
周
年
を
記
念

し
て
創
設
さ
れ
た
「
島
田
市
ふ
る
さ
と

大
使
」
の
第
１
号
と
し
て
、
日
本
通
運

株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
で
本
校
同

窓
会
関
東
支
部
長
も
務
め
ら
れ
る
川
合

正
矩
氏
（
35
回
）
が
委
嘱
さ
れ
、故
郷
・

島
田
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
さ
れ
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
第
２
号
と

し
て
俳
優
の
別
所
哲
也
氏
（
57
回
）
も

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

会
報
委
員
長　

三
輪
昌
光

（
第
31
回
生
）

　

会
報
担
当
を
、
平
成
16
年
７
月

に
引
き
受
け
て
13
年
経
ち
ま
し
た
。

　

最
初
の
18
号
は
学
校
創
立
80
周

年
特
集
号
と
し
て
、
平
成
16
年
10

月
の
発
行
で
す
。

　

前
回
版
の
17
号
か
ら
６
年
を
経
過
し
て
い
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
今
回
の
発
行
で
30
号
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
同
窓
生
の
皆
様
に
は
母
校
で
の
思
い
出
や
、

現
在
の
お
立
場
で
の
思
い
を
綴
ら
れ
た
随
想
の
執
筆
を
大

勢
の
方
々
に
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
さ
ん
が
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
証
を
、

紙
面
に
表
す
こ
と
が
出
来
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
恩
師
の
先
生
方
に
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
快
く
お
応

え
い
た
だ
き
「
恩
師
を
訪
ね
て
」
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
先
生

方
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
企
画
と
な
り
ま
し
た
。

　

機
関
紙
の
発
行
な
ど
経
験
の
な
い
上
に
、
筆
不
精
の
う

え
知
識
も
な
い
私
で
し
た
が
、
会
報
担
当
の
メ
ン
バ
ー
に
恵

ま
れ
た
お
か
げ
で
、
曲
が
り
な
り
に
も
務
め
る
こ
と
が
で
き

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
手
掛
け
た
の
が
、
先
輩
の
方
々
が
発
行
さ
れ
た
会

報
の
収
集
で
す
。

　

ど
う
し
て
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
が
２
号
で
す
。

　

40
年
か
ら
50
年
前
に
発
行
さ
れ
て
い
る
と
予
測
で
き
、

現
在
60
歳
以
上
の
同
窓
生
に
届
け
ら
れ
た
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

是
非
と
も
探
し
出
し
た
く
、
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

私
の
後
任
に
は
、
そ
の
道
の
ベ
テ
ラ
ン
で
も
あ
り
会
報
誌

の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
あ
る
、（
会
報
委
員
・
Ｋ
）
氏
と
交
代
し

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

野
本
寛
一
（
の
も
と
か
ん
い
ち
）

　

１
９
３
７
（
昭
和
12
）
年
生
ま
れ
。
民
俗
学
者
、
近
畿
大
学
名
誉

教
授
。
59
年
國
學
院
大
学
文
学
部
卒
業
。
本
校
な
ど
で
教
鞭
を
執
り

な
が
ら
民
俗
学
研
究
を
続
け
、
88
年
『
生
態
民
俗
学
序
説
』
で
筑
波

大
学
文
学
博
士
。
94
年
近
畿
大
学
文
芸
学
部
教
授
、
２
０
０
４
年
柳

田
国
男
記
念
伊
那
民
俗
学
研
究
所
所
長
。
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年

文
化
功
労
者
顕
彰
。『
大
井
川　

そ
の
風
土
と
文
化
』『
焼
畑
民
俗
文

化
論
』『
自
然
災
害
と
民
俗
』
な
ど
著
書
多
数
で
、
現
在
、
著
作
集

の
刊
行
が
進
ん
で
い
る
。

２
号
を
求
め
て
13
年

川合 正矩 氏
（第35回生）

28
年
度
総
会
と

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
東
高
同
窓
会
総
会
は
平
成
28
年
7

月
2
日
（
土
）
に
藤
枝
市
の
小
杉
苑
に
お
い
て

多
数
の
役
員
の
皆
様
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
枝
市
立
総
合
病
院
前
副
院
長
の
池
谷
健
氏

（
40
回
）
か
ら
「
病
院
の
医
者
が
思
っ
て
い
る

こ
と
」
と
題
し
た
特
別
講
演
を
い
た
だ
き
、
引

き
続
き
27
年
度
事
業
並
び
に
決
算
報
告
、
監
査

報
告
28
年
度
事
業
計
画
並
び
に
会
計
予
算
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

尚
、
決
算
報
告
に
つ
き
ま
し
て
は
本
紙
記
載
の

通
り
で
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
役
員
改
選
の
年

で
あ
り
長
年
同
窓
会
の
た
め
副
会
長
と
し
て
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
西
川
英
雄
氏
、
竹
下
芳

太
郎
氏
、
横
山
恵
一
郎
氏
が
退
任
さ
れ
、
新
た

に
舘
正
義
氏
、
戸
村
邦
夫
氏
、
各
務
博
俊
氏
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
窓
会
は
委
員
会
活
動
を
基
本
に
し
て
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
委
員
会
活
動
に
つ

い
て
簡
単
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

組
織
・
規
約
委
員
会

　

同
窓
会
組
織
強
化
の
た
め
に
各
回
別
委
員
と

積
極
的
に
話
し
合
い
を
行
い
、
各
高
校
の
同
窓

会
規
約
等
を
参
考
に
し
て
組
織
強
化
の
た
め
に
、

現
行
規
約
の
見
直
し
を
行
う
。

会
報
委
員
会

　

同
窓
会
報
「
千
南
原
」
発
行
を
継
続
し
な
が

ら
、
今
年
度
は
広
報
委
員
会
に
名
称
変
更
し
て
、

「
会
報
部
」
と
広
く
情
報
を
発
信
す
る
た
め
の

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
部
」
に
分
け
て
活
動
す
る
。

総
務
委
員
会

　

総
会
の
運
営
・
名
簿
管
理
等
と
、
東
海
大
会

や
全
国
大
会
等
で
顕
著
な
成
績
を
上
げ
た
ク
ラ

ブ
活
動
助
成
を
行
い
な
が
ら
、
活
動
の
基
盤
に

な
る
同
窓
会
維
持
会
費
の
向
上
に
向
け
て
一
層

活
動
を
行
う
。

　

調
査
で
歩
き
続
け
る
体
力
は
学
生
時
代
に
培
わ

れ
た
、
牧
之
原
や
朝
比
奈
で
の
生
活
は
、
感
受
性

を
磨
く
の
に
最
適
で
あ
っ
た
と
、
自
然
の
の
こ
る

奈
良
市
郊
外
の
御
自
宅
で
語
ら
れ
た
。

平成28年（2016 年）10月１日千　南　原 第30号（1） 同　窓　会　報

第30号
平成28 年(2016 年 )

10 月１日発行

【 編集・発行 】
〒 426 — 8577

藤枝市天王町１丁目７—１
静岡県立藤枝東高等学校同窓会

【 同　窓　会 】
　 電話／ 054—645—3527　
　 FAX／ 054—645—3529

＜同窓生数＞	25,516 名
＜在学生数＞	 902 名
＜職 員 数＞	 73 名

【 印　刷 】
〒 426 — 0041

藤枝市高柳１丁目１８—２３
株式会社共立アイコム

　電話／ 054—635—4651 ㈹


